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国際標準化特定戦略分野として戦略的に国際標準の取得を目指す「スマートグリッド」
→

 

その重要なアイテムである「蓄電池」

スマートグリッドと蓄電池

「次世代エネルギーシステムに係る国際標準化に関する研究会」において、電力系統用蓄電池、

需要側蓄電池、電気自動車も含む、日本企業が競争力を有し、市場拡大が見込まれる２６の

重要アイテムを抽出し、ロードマップを作成（平成２２年１月）。
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蓄電池の市場

（出典）

 

インフォメーションテクノロジー総合研究所資料より
ＮＥＤＯ作成

リチウムイオン電池の世界シェアの変化
単電池構造

モジュール電池構造

蓄電池の用途の拡大のイメージ

電力系統用蓄電池

 

家庭用定置型蓄電池

 

自動車用蓄電池

蓄電池の将来性

○蓄電池は、電気自動車などの次世代自動車、

電子・電気機器などにおけるキーテクノロジー。

○また、太陽光発電、風力発電などの再生可能

エネルギーの普及に伴い、電力系統安定化な

どのための利用拡大が期待される。

○たとえば、リチウムイオン電池の世界市場は、

２０２０年には約１０兆円に伸びるという予測も

あるなど、成長戦略の柱の一つである。

日本の競争力

○ＮａＳ電池（ナトリウム硫黄電池）、リチウムイオ

ン電池、ニッケル水素電池など、様々な種類の

蓄電池の生産において、日本企業は世界シェア

１位を維持している。

○しかしながら、近年、諸外国企業の進展も著しく、

国際競争が激化している。
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各種蓄電池の特徴（一例）

鉛電池鉛電池 ＮａＳＮａＳ Ｎｉ水素Ｎｉ水素 ＬｉイオンＬｉイオン

エネルギー密度 （Ｗｈ／ｋｇ） ３５ １１０ ６０ １２０

エネルギー効率 （％） ８６.８ ８７.４ ９０ ９５

寿命 （サイクル数） ４,５００ ４,５００ ６,０００ ３,５００

ｋＷ単価 （万円） １５ ２４ １０ ２０

ｋＷｈ単価 （万円） ５ ２.５ １０ ２０

蓄電池の課題と対応

蓄電池の本格的な実用化に向けて、性能や信

 頼性の向上、価格低減等が必要である

このため、下記のような政策を実施。

（１）技術開発

蓄電池の性能、信頼性の向上を図るため、革

 新的な技術の研究開発を進める。

（２）需要創出

蓄電池の価格低減を図るため、電気自動車等

 の次世代自動車の導入促進など、需要の拡大

 を進める。

（３）標準化

実証試験・技術開発や実用化を通じて、蓄電

 池に必要な機能・性能などを抽出し、標準化を推

 進する。特に、安全性の試験・評価方法などの

 標準化により、日本の製品を差別化することが

 可能となる。

（４）システム化

蓄電池と新エネ・省エネ技術、情報通信技術等

 を組み合わせ、システムとしての販路拡大を進

 める。

２２年度２２年度

予算予算

２１年度２１年度

予算予算

次世代自動車用高性能蓄電システム ２４.８ ２６.１

系統連系円滑化蓄電システム技術開発 ８.０ １７.０

大規模太陽光発電系統安定化等実証 ２.０ ２０.２

蓄電複合システム化技術開発 ４３.４

革新型蓄電池先端科学基礎研究事業 ３０.０ ３０.０

クリーンエネルギー自動車等導入促進 １３７.０ ４２.７

蓄電池に関する予算（単位：億円）
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